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序

海に聞かれたアジアの交流拠点都市づくりを目指す福岡市は、大陸文化の受入口として

古来より繁栄して来ました。市内には貴重な文化遺産が数多く残されています。それらを

保護し、後世に伝えることは私たちの義務であります。本市では市内で行われる諸開発に

よって、やむなく失われる遺跡を記録として後世に残すため発掘調査を行っています。

本書もそうしたなかでの一つで、早良区田村4・5丁目地内において市道有田重留娘道

路改良事業に伴って発掘調査を実施した田村遺跡第22・23次調査の記録を収録したもので

あります。

調査の結果、縄文時代から中世にかけての遺構や遺物を検出し、長きにわたって本地

域に集落が営まれた事が確認できました。

つきましては、本書が市民の皆様の文化財に対する認識ご理解につながり、学術研

究、文化財保護の普及啓発活動に活用していただければ幸いに存じます。

また、ご協力をいただきました関係者各位、地元をはじめ調査を支えられた多くの

方々に深く感謝いたします。

平成22年3月23日
福岡市教育委員会

教育長山田 裕嗣

凡例
1. 本書は、本市道路下水道局道路建設部西部道路建設課が実施した、早良区田村4・5丁目地内の市道

有国重留線道路改築事業に伴う事前調査として、本市教育委員会埋蔵文化財第2課が平成20年、21

年度に実施した田村遺跡第22次、第23次調査の報告書である。

2. 調査は第22次調査で阿部泰之が、第23次調査を山崎龍雄が担当して行った。

3. 本書に用いた方位は旧国土座標第2系による座標北および、磁北で、磁北は座標北に6°10＇酉偏する。

4. 調査区は旧国士座標第2系を基準として、5m方眼グリッドを設定し、グリッド呼称は北西交点としたO

5. 遺構の呼称は略号化し、竪穴住居→SC、溝・自然流路→SD、土坑→SK、不定形・不明土坑→sx、柱穴
→SPとした。

6. 本書に使用した遺構実測図は、第22次調査が阿部泰之、第23次調査が山崎龍雄・瀬戸啓治・田中昭子・

西野光子・真田弘二による。

7. 本書に使用した遺物実測図は、第22次調査が阿部泰之、平川敬治、第23次調査が山崎龍雄、平川敬
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第 1章はじめに

1. 調査に至る経過

一第l章はじめに一

平成18年6月9日、本市道路下水道局（当時土木局）道路建設部西部道路建設課より、早良区田村4・5丁

目、重留7丁目地内において、市道有田重留線道路改築事業計画策定を行うに当って、埋蔵文化財の有無

の照会のための事前審査の依頼が埋蔵文化財第1課に提出された。申請面積は16,200m'、受付番号は

18 1 35である。これを受けて、埋蔵文化財の有無を確認したところ、申請地は田村遺跡の範囲内で、隣

接地は田村団地造成に伴って調査が行われていた。そのため、遺構の存在が確実な部分を除いた部分につ

いて同年8月23・ 24日に確認調査を実施し、埋蔵文化財の包蔵を確認し、同年9月22日付け教埋l第1-35で

遺跡あり要調査の回答を行った。

本課では原局と協議を重ね、工事により遺跡の現状保存は困難であると判断し、 18年度から20年度にか

けての3カ年で道路下水道局道路建設部から発掘調査費用の令達を受けて調査を行うこととなった。平成

18年度・ 19年度の発掘調査は、第21次調査（『田村15』2009年刊行）が平成18年11月8日から19年4月27日

まで、第22次調査が平成19年10月31日から20年1月31日まで、平成20年度に第23次調査を、平成20年9月1

日から11月21日まで実施した。本書は上記の第22次・第23次調査の報告である。

調査にあたっては原局、工事関係者、及び地元田村団地の方々に多大な協力を受けた。記して感謝の意

を表する次第である。

2. 調査の組織

調査委託

調査主体

調査総括

調査庶務

道路下水道局道路建設部西部道路建設課

福岡市教育委員会教育長山田裕嗣

［平成19年度］文化財部長 矢野三津夫埋蔵文化財第2課長力武卓治

調査第1係長杉山富雄

［平成20年度］文化財部長 矢野三津夫埋蔵文化財第2課長田中寿夫

調査第l係長杉山富雄

【平成19年度］文化財管理課鈴木由貴

［平成羽年・21年度］文化財管理課古賀とも子

試掘調査担当埋蔵文化財第1課事前審査係星野恵美

調査担当 ［平成19年度］第22次調査埋蔵文化財第2課調査第l係阿部泰之

［平成20年度］第23次調査埋蔵文化財第2課主任文化財主事 山崎龍雄



3. 遺跡の立地と歴史的環境

田村遺跡は、福岡市の西南部に位置する早良平野の内陸部、室見川の東側の沖積微高地上に立地する。

国土地理院の五万分のーの地図「福岡」では、上から28.5cm、右から29cmの地点で、ある。

遺跡の詳しい立地や歴史的環境については『田村15』をはじめとして、田村遺跡で行われた以下の各調

査報告書で述べられているので、本報告書では割愛する。それらを参照にされたい。

田村遺跡関連報告書

『高柳遺跡』福岡市埋蔵文化財調査報告書第70集 1981 

『田村遺跡－ I -j福岡市埋蔵文化財調査報告書第89集 1981 

『田村遺跡－ II -j福岡市埋蔵文化財調査報告書第104集 1984 

『田村遺跡－m-J福岡市埋蔵文化財調査報告書第167集 1987 

『田村遺跡－N-j福岡市埋蔵文化財調査報告書第168集 1987 

『田村遺跡－V-j福岡市埋蔵文化財調査報告書第192集 1988 

『田村遺跡－VI-j福岡市埋蔵文化財調査報告書第200集 1989 

『田村遺跡一四－j福岡市埋蔵文化財調査報告書第216集 1990 

『田村遺跡一四－j福岡市埋蔵文化財調査報告書第302集 1992 

『田村遺跡－]X-j福岡市埋蔵文化財調査報告書第384集 1994 

『田村遺跡－X-j福岡市埋蔵文化財調査報告書第385集 1994 

『田村遺跡－XI-j福岡市埋蔵文化財調査報告書第423集 1995 

『田村遺跡12J福岡市埋蔵文化財調査報告書第524集 1997 

『拾六町亀田1 次郎丸高石4 田村13J福岡市埋蔵文化財調査報告書第612集 1999 

『田村14』福岡市埋蔵文化財調査報告書第611集 1999 

『田村15』福岡市埋蔵文化財調査報告書第1031集 2009 

第22次調査基本情報

遺跡名 田村遺跡 調査次数 22次 調査略号 TMR 22 

調査番号 0747 分布地図図幅名 No.83野芥 遺跡登録番号 0317 

申請地面積 16,200rrf 調査対象面積 883.00rrf 調査面積 495.95rrf 

調査期間 2007年10月31日～2008年1月31日 事前審査番号 18 1 35 





1 .田村遺跡
6.免遺跡
11.重留村下遺跡
16. r青末遺跡

2.四筒遺跡
7.次郎丸遺跡
12.重留遺跡
17.東入部遺跡

3.野芥遺跡
8.有国遺跡群
13.拝塚古墳
18.クエゾノ遺跡

4.野芥大薮遺跡
9 原遺跡
14.四箇船石遺跡
19.天福寺跡

Fig.2 田村遺跡と周辺の遺跡 (1/25,000)
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5.次郎丸高石遺跡
10 飯倉遺跡
15 四箇大町遺跡
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第 22次調査の記録第2章
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調査概要

ここで報告する第22次調査区は田村遺跡推定範囲の南東端部に

位置し、平成18年度実施の第21次調査で未調査となっていた部分

の調査である。遺構は盛り土下の旧耕作土・床士の直下、黄褐色

砂喋層上にて検出される。

第22次調査で検出された遺構は、溝1条・士墳l基・掘立柱建物l

棟・ピットである。溝は非常に浅く深さ5cmに満たない部分もあ

る。士墳は径約80cmの略円形で断面形は碗形である。掘立柱建物

は柱筋が若干不整だがl×2聞の建物となろう。柱穴は径30cm前後

と小さく浅い。調査区南部は砂礁が堆積し旧河川となる。旧河川

の河床は暗褐色シルトとなるが、この層から縄文時代晩期～弥生

時代前期にかけての土器片がコンテナケース1/5箱程度出土した。

今回の調査では、溝1条・士墳l基・掘立柱建物l棟・ピット等を

検出した。遺構は浅く、耕作士・床士の直下で検出されることか

ら遺構面の黄褐色砂牒層は後世に大きく削平されているものと推

測される。溝は第21次調査区検出の溝に接続するもので流水の跡

が観察され水路とみられる。出土遺物から10世紀後半頃まで機能

していたものとおもわれる。水路は条里に沿っており旧河川lから

北に導水し水田の濯慨に利用されたと考えられる。旧河川河床出

土の土器片は小片で磨滅し時期の特定は難しい。散漫な出土状況

1. 

的
・
切
戸
両

から上流からの流れ込みとみられる。

2.遺構と遺物

①掘立柱建物（SB)

S833 (Fig.5) 

調査区東部にて検出した2間×2聞の側柱建物である。東西方向

の柱筋に乗る柱穴は西側の間隔が相対的に狭く、 l間×2聞の建物
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Fig.4 第22次調査区全体図（1/200)
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②溝（SD)

SD02 (Fig.7) 

調査区中央部にて検出した。調査区を南北方向に貫流す

る溝である。北側にて実施された第21次調査にて検出され

た溝SD02に連続するものとみられる。平面形は不整で、凹凸

があり、やや東方向に蛇行している。幅は北側では1.2m程

度だが南側は広くなり、旧河川に接続する部分で、は約4mと

なる。断面形は浅い皿状で、深さは20～25cm、南側ほど浅

く5cm程度となる。土層断面をFig.6に示す。上層がシルト

で下層は砂蝶となり、水の流れがあったことがわかる。上

下の区分は明瞭である。砂礁で埋没し溝が機能を停止した

後、浅いくぼみ状となった範囲にシルトが堆積した状況で

ある。底面には生痕とみられる小さなくぼみが検出される

部分があり、激しい水流ではなかったと推測される。

出土遺物（Fig.8・9)

上層のシルト層からの出土遺物が多い。下層の砂礁から

は遺物はほとんど出土していない。 (Fig.8) 1は白磁であ

る。底部のみ完存する破片で、器種は碗と推測される。底

径4.3cm、残存高1.9cmを測る。見込みには不定方向の擦痕

が観察され、粕は透明感ある灰緑色を呈する。 2は土師器杯

一第l章はじめに一

Y
 

O

②
｜
｜
｜
豆

主Zごミ入一一一一一←
A’ 

宝ニヱ

16.70m 

B B’ 

16.70m 

C 

へ介－ーコ
c’ 

丈ミ三

O 2m 

Fig.5 SB33実測図（1/60)
である。 2/1個体残存する破片で、口径14.8cmiこ復元され、

器高3cmを測る。器壁は摩滅し調整は不明瞭だが、外底面に板状圧痕がわずかに観察される。胎土は精良

で焼成は良好である。 (Fig到 1・2・3は黒色土器である。いずれも内外両面とも黒色で、 SD02の底面直

上で出土したが、接合せず暫定的に3個体として扱っている。いずれも底部のみ残存する破片で、 1は底径

6.7cm・残存高1.6cm、2は底径7.3cm・残存高2.6cmを測る。いずれの個体も器壁は摩滅し調整は不明瞭で

ある。胎土は精良で焼成は良好で、ある。 3は体部の小片で、口径15cmに復元される。器壁は摩滅するが

外面に一部残存しており、横方向のミガキが観察される。胎土は精良で焼成は良好である。 4は土師器で

ある。体部の小片で器種は碗と推測される。口径15.6cmに復元され、残存高3.1cmを測る。器壁は摩滅し

調整は不明瞭だが、外面の口縁部直下に2条の浅い凹線が巡り、口縁部がやや肥厚するようにつくる。胎

士は精良で、焼成は良好で、ある。

16.60m 

・1 

2 

。 2m 
I 暗灰褐色シルト
2 暗褐色土

3 灰白色砂

Fig.6 SD02士層断面実測図（1/60)
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。

でヨヲ1

＼一七七J

10cm 

Fig.8 SD02上層出土土器実測図（1/3)

、＝仁三三

~~l 7. 
F「 J
。 10cm 

Fig.9 SD02下層出土土器実測図（1/3)

S004 (Fig.10) 

調査区中央部にて検出した、東西方向の溝状

遺構である。延長6.6mを検出した。 SDOlを

切る。平面形は凹凸があり不整で、やや北側

Fig.7 SD02実測図 (1/120)
に湾曲する。幅は狭いところで、40cm・広い

ところで1.4mを測る。士層断面をFig.IOに示

す。断面形は浅い皿状で、明瞭な壁面をもっとはいえない。深さは15～20cmを測る。底面は概ね平らで

顕著な凹凸はみられない。中央東よりの地点で西方向に段状に標高を下げ、西側への排水を意識していた

ことが窺える。埋土は暗灰褐色シルト質土である。ほほ均一な堆積で、複数の層に分層できる状態ではな

い。砂礁の堆積は認められず、流水のない状態での自然堆積層と推測される。
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出土遺物（Fig.11)

I～4は土師器である。 1・ 2は小皿である。1は小皿である。

小片で、口径6.0cmに復元される。器壁は磨滅し調整は不明瞭で、

ある。 2・3は杯ないし碗である。いずれも体部の小片で、 2は

残存高3.4cmを測り、口径16.4cmに復元される。3は残存高

2.4cmを測り、口径17.5cmに復元される。外面に炭化物が付着

する。4・5は両黒の黒色土器碗である。何れも口縁部の小片

で、 4は残存高1.9cm、口径13.8cm、5は残存高2.5cm、口径

14.0cmに復元される。 6は土師器査である。時期が古く混入と

推測される。胴部の小片で、胴部径13.6cmに復元される。

③土壌

SKOS (Fig.12) 

調査区北部にて検出した略円形の士墳である。東壁に狭い

三日月形のテラスを有し、断面形は皿状である。深さは15cm

程度と浅い。土層は2層に分かれ、何れも自然堆積層である。

遺物は出土しなかった。

④ピット（SP)

SP06 (Fig.12) 

調査区中央部にて検出した略円形のピットである。底面か

ら浮いた状態で土師器小皿がl点出土しており、柱を抜いた

後に抜き跡に投げ込んだものか。

出土遺物 （Fig.13)

Iは土師器小皿である。約3/4個体残存し、口径9.1cm、器

高1.2cmを測る。外底面はヘラ切りである。

⑤その他の出土遺物（Fig.13)

2は土師器碗である。体部の小片で、 口径15.4cmlこ復元される。SP17出土。3は須恵器蓋の小片である。

SP08出土。4は瓦器碗口縁 部の小片である。SP22出土。 5は土師器碗または杯。底部を欠く1/4個体残存

予F

16.80m 

て こ二二7
I 暗灰褐色シルト

。 2m 

Fig.10 SD04実測図（1/60)

し、口径16.0cmに復元される。外底面に板状圧痕が観察されるO

ミー了：e::::::イ 「
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「
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: !'7 6 

Fig.11 SD04出土土器実測図（1/3)
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Fig.12 SK05 ・ SP06実測図（1/30)
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Fig.13 ピットおよび遺構検出面出土土器実測図（1/3)

⑥旧河川とその出土遺物

調査区南側は旧河川である。堆積層は砂磯で土師器碗・須恵器片をごく少量含むが、その河床、暗褐色

シルト質土層から縄文土器および突帯丈土器が少量ながら出土した。何れも個体も磨滅し、流れ込みの状

況である。

出土遺物（Fig.14)

1～3は突帯文土器歪である。 何れも口縁部の小片で、 磨滅し調整等は不明瞭である。4～12は縄文土器

である。11・12をのぞき何れも粗製深鉢である。4・6は口縁部の小片。 6は口径24.6cmに復元される。

5・7～10は胴部の小片。くの字形に屈曲するものが多く、 7は胴部径32.4cmに復元される。 11・12は底

部である。何れも鉢形土器の底部と推測され、 11は底径5.4cm、12は底径6.2cmに復元される。13は磨製

石斧である。石材は椴密な安山岩質。ほほ完形で、器長10.4cm、重量224gを測る。
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旧河川出土遺物実測図 (1/3)

3.小結

今回の調査では、既往の調査で検出されている中世集落の一部を確認できた。出土遺物が少なく時期の

特定は難しいが、概ね11世紀～12世紀中葉頃までと推測され、周辺の調査例からも矛盾はない。調査区南

端の旧河川河床から出土した土器類は縄文時代晩期、黒川式ないし広田式から突帯文期までの時期が考え

られる。何れの土器も磨滅が激しく出土状況は二次的で、上流からの流れ込みと推測される。北側の21次

調査で黒川式期の集落が確認されており、その縁辺部を検出したものといえよう。
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Fig.14 



1.調査区全景（南より） 2.調査区拡張後全景（南より）

3.調査区東壁土層（西より） 4. SD02土層（北より）

5. SP06遺物出土状況（北より） 6. SK05 （北より）
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第 3章 第 23次調査の記録

1. 調査の概要 (Fig.15、PL.l・2)

調査地は早良区田村4丁目地内に所在する。田村遺跡の東側に位置し、西側は第4次・第17次・第20次調

査、東側に第l次調査が行われている。周辺の調査では縄文時代の川跡や、弥生時代から中世にかけての

集落跡が検出されている。

今回の調査は既存道路を利用して南から北にI～町区の調査区を設定した。 E区は聞に団地への通路が

あったのでII-1・II-2区に細分している。調査区の区割りは第21次調査で設定した旧国土座標第2系を

基準とした5m方眼グ、リッドで、グリッド呼称も第21次調査に基づいている。 I・ II区は団地造成時に厚

く盛土造成されている。遺構面はシルトまたは粘土・砂喋層で、遺構面の標高は14～15mで、ある。検出遺

構は溝・旧河川、土坑、磯群、ピットなどで、検出密度としては濃密で、はない。また出土遺物も縄文時代

から中世頃にかけてであるが、量としてはそれ程多くない。各区の調査面積はI区： 226rri、E区： 348rri

(II -1区： 315ぱ、 II-2区： 33ぱ）、 E区： 88ぱ、 N区： 119ばである。

2. I区の調査
(1) 調査区の概要（Fig.16・18、PL.2・3)

I区は第4次調査区の東側に隣接する調査区で、西側一部は第4次調査区と重なる。現状は団地造成時に

0.6～lm前後の盛土がなされていた。遺構面までの堆積士は上から真砂士を主体とする盛士、造成時の

埋立て士、水田士、オリーブ褐色（2.5YR4/6）砂喋混じり粘土～砂蝶（遺構面）、褐色粘土、黒褐色砂礁とな

る。部分的で、あるがオリーブ褐色砂喋混じり粘土の上層には、黒褐色砂磯混じり粘質土が堆積する。この

層は第4次調査の包含層と思われるが、出土遺物はなかった。検出した遺構は少なく、土坑や少数のピッ

トである。土坑以外は大半が地山の浅い窪みなどである。

(2) 検出遺構

①土坑

SK01 (Fig.18、PL.3)

調査区南西側で検出した平面形が楕円形を呈す士坑。規模は長軸長0.88m、短軸長0.6m、深さ0.4mを測

る。断面は逆台形を呈す。埋土は上下2層に分かれる。上層は暗緑灰色土、下層は灰オリーブ粘土が主体





一第3章第23次調査の記録ー

3. II区の調査

(1) 調査区の概要（Fig.19～21・23)

I区の北側の細長い調査区。聞に団地通路が入札 2区に細分して南側をII-1区、北側をIl-2区と し

た。 E区も団地造成に伴う盛土が厚くなされていた。遺構面までの深さは地表下1.6～1.9mで、遺構面は

II-1区南側は砂蝶で北側は粘土、 II-2区はシルト上面である。堆積状況は図（Fig.20）のようである。検出

遺構は溝4条、ピット、不定形の土坑などである。遺構面から縄文土器の細片が出土したので、縄文時代

包含層存在の可能性を考えて2m四方を基本とするグリ ッドを22か所設定して遺物の出土状況を調べたが

(Fig.21、PL.5）、遺物の出土は散漫で数が少なく、また上部からの出土で、明確な包含層、遺構の存在の

確認は出来なかった。いずれも器形の判断が出来ない細片であった。

(2) II-1区の検出遺構

①溝状遺構

4条検出したが、いずれも自然流路である。埋土はSD04以外酸化鉄分を帯びた粗砂であった。

SD04 (Fig.19・22、PL.4・5・ 13) 

調査区北側で検出した蛇行しながら北に延びる自然流路。確認長約llm、幅l～1.8m、深さ0.3～0.35m

を測る。埋土は黒褐色（10YR2/2）粘質土で砂離を含む。埋土には自然様石が多く含まれていた。

出土遺物縄文土器から古代頃の土師器が少量出土。大半が細片で図示出来たものは少ない。

1は縄文土器粗製の波状口縁の鉢口縁部。口縁外面は粗い幅広の条痕、口縁端部から内面はナデ。色調

は灰黄褐色を呈し、胎土は2～3mmの石英・長石粗砂粒を多く混入する。 5は黒曜石の石銭。基部を欠損す

る。鉱身3.1cm、最大厚0.5cmを測る。丁寧な調整で、全体の形状を整えている。
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東壁土眉
一ー～ーーーー一ーー一一一一ーー－－ーー一ー一一ー一一ー一 L= 16.00m S 

1=15.00m 

N 

s 酉壁土層 N 

1=16.00m 

1=15.00m 

w E 

1=16.00m 

1=15.00m 

一一一－＝ニニー
相
i

－
1 盛土（真砂土に砕石・コンクリート塊含む）
2 真砂土主体の埋立土
3 暗灰黄色（2.5Y5/1）細砂質土（水田士）
4 灰オリープ（5¥5/3）細砂質土（酸化鉄分含む水田床土｝
5 オリープ褐色（2.5Y4/6）砂諜混じり粘土
6 褐色(10YR4/5）砂際混じり粘土

7 黒褐色（10YR2/2）砂諜混じり粘質土（上面酸化鉄分沈着、包含層か）
8 黒褐色（IOYR3/2）砂穣
9 褐色（IOYR4/6）粗砂喋混じり粘土
10 5で7のプロック混入（上面に酸化鉄分沈着する）
11 旧第4次調査区埋立土

Fig.17 I区調査区各壁土層（1/100)

②遺構面出土遺物（Fig.22)

2は内傾すると思われる粗製の深鉢片。外面はヨ

コ方向の条痕、内面はナデ。色調は黒褐色を呈

し、胎士は1～ 2mmの白色砂粒を多く含む。3は縄文

土器底部片。調整はナデ。色調は鈍い赤褐色を呈

す。 4は須恵器杯身口縁片。 N期頃のもの。色調は

灰色を呈し、胎土は精良。

「

H
L
U
U
5

・0
（）日

SK01土層名称
I 暗緑灰色（7.5GY4/I)士
2 灰オリープ（5Y4/2）粘土で1を混入
3 オリープ黒色（IOY3/l）砂

SK01 L = 15.00m 

だ百
3 1m 。

③縄文グリッド出土遺物（Fig.22、PL.13)

6は黒曜石石鎖。鍛身2.5cm、最大厚0.25cmを測

る。表面は光沢を持つ細身の石鍛であるが、全面

丁寧な調整を加えている。

。

Fig.18 SKOlと出土遺物（1/30・1/3)
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酉壁土層ー1
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1=16.00m 

1=15.00m 
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1=15.00m 
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却灰黄色粗砂

21 7で粗砂多く混入｛表面酸化鉄分沈着｝
22照禍色（2.5Y3/2）土｛締まらない｝
23暗オリープ褐色（2.5Y3/3）粗砂混じり土（酸化鉄分混じり）
24 9で砂擦を多く含む（表面に酸化鉄分沈着｝
25暗オリープ灰（2.5Y5/l）細砂質土
26 13より砂質を含み酸化鉄分沈着する

Il-1区土眉名称

1 真砂土（盛土）
2 暗灰色粘土プロック（埋立土）
3 階灰オリープσ.5Y4/2）.粗砂混じり土｛水田土酸化鉄分混じり｝
4 暗オリープ（2.5GY4/l）粗砂混じり土（水田床土｝
5 灰色（5Y4/l）砂質土
6 暗灰黄色（2.5Y4/2）.粗砂混じり土
7 黒褐色（10YR3/2）粗砂混じり粘質シルト
8 9に7をプロックで混入
9 黄褐色（2.5Y3/3）粘質シルト～粘土（炭化物粒子少量混入）
10灰オリープ（5Y5/3）シルト粘土
11灰オリープ（5Y5/2）砂～粗砂（酸化鉄分多く含む）
12暗灰黄色（2.5Y4/2）砂貿土
13黒褐色(IOYR2/2）粘質土｛砂隙混じり粘性強い）
14 13で疎石の混入多い
15オリープ黒色（7.5Y3/2）土（やや砂質で耕作土）
16 9で6プロック混入｛酸化鉄分沈着L、粘性強い）
17 10と11プロックの混合
18暗灰色（5Y5/l）細砂質土
19オリープ黒色（10Y3/2）土（水田土）
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L= 16.00m 

L= 15.00皿

北壁土層
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Fig.21 11-1区縄文確認グリッド配置図（1/200)

、4二 3
。 10cm 十寸一7

C-14区20グリッド

ー

0 2cm 

く二＞

〈ご〉
Fig.22 11-1区各遺構出土遺物（1/3・1/1)

O 2cm 

(3) II -2区の検出遺構

①不定形土坑

SX17 (Fig.19、PL.6)

調査区北側で検出した不定形の落込み。一部で全体の形状は不明。中央部に段を持ち、また土層の状況
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から別遺構の切り合いの可能性があり、北側をSX17-1区、南側をSX17-2区と している。底面には浅い

ピットがある。底面までの深さは南側4cm、北側18cmを測る。埋土は黒褐色粘質シルトを主体とする。出

土遺物は縄文土器らしき細片が少量出土している。 SX18と接合している。

②遺構面出土遺物（Fig.23、PL.7・ 14) 

1 • 2は遺構面の落ち込みSX18とした部分から出土。 1は北側の土坑SX17出土の細片と接合してい

る。縄文時代中期末葉の阿高系の鉢底部。復元底径13.0cmを測る。胴部外面幅広の縦の凹線で、他はナデ

調整。色調は鈍い黄糧色を呈し、胎土は滑石、白色砂粒などを多く混入。焼成は良好。2は龍泉窯系青磁

碗片。内面ヘラ切り文が入る。器表には緑灰色柚がかかる。胎土は灰白色で精良。3は滑石製円板の1/2

片。西壁トレンチ灰黄褐色シルト質細砂から出土。残存径3.0cm、厚み0.3cmを測る。表面はケズリ後ケン

マ調整で擦痕が残る。色調は灰色を呈す。

s 西壁

ll-2区土層名称

1 真砂土（盛土）
2 オリープ黒色(IOY3/l）土 （水田土）
3 暗灰黄色（2.5Y4/2）土 （水田土）
4 灰費補色（10YR4/2）土 （酸化鉄分プロック状に混入床土）
5 4で粗砂混じり（酸化鉄分の混入多し）

。

N W 北壁

1=15.00m 

4n, 

8 黒褐色(10YR3/2）粘質シルト（10をプロック状に含む）
9 8と10の混合
10 灰オリープ（5Y5/3）粘質シルト（上面に鉄分が3～4四厚沈着）
11 灰オリープ（5Y5/3）砂質シルト（10より粘性強い）
12 黒褐色（25Y3/2）粘質シルト

E 

1=15.00m 

6 灰オリ」プ（5Y4/2）土（酸化鉄分多く混入、水田床土｝
7 黒褐色σ5YR3/2）砂質土

13 鈍い黄糧色（10YR7/2）～灰黄色（2.5Y7/2）礁混じり砂（疎は径5cm前後）

SX18 

li~－d 乱ィり：
。 10cm C二コ：

0 2cm 

』ーーー司

Fig.23 E・2区各壁土層と出土遺物（1/80・1/3・1/2)
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一第3章第23次調査の記録一

4. ill区の調査

(1) 調査区の概要（Fig.25、PL.7・9)

道路の東側、中学校校庭北側の細長い調査区。現状は農地であった。遺構は20cm程の水田耕作土下の灰

オリーブシルト粘土上面で検出した。水田直下であったためか、遺構面には酸化鉄分が沈着し、また炭化

物細粒を含んでいた。検出遺構は自然流路と思われる溝跡l条、磯群2基、浅い不定形状の土坑、ピット群

などである。

(2) 検出遺構

①溝状遺構

SD30 (Fig.24 ・ 27、PL.8)

調査区北側で検出した自然流路。一部の検出で全容は不明で、あるが、深さは0.6m程を測る。埋土は粗

砂及び細砂で下層は鉄分が沈着し赤みを帯びていた。砂は斜めに堆積し、短時間に埋没した状況を示す。

小さな流木など木質遺物が下層から出土しているが、木製品の出土はない。

出土遺物 上層から下層で、縄文から古墳時代頃の土器が出土しているが、土器は細片で摩滅を受けて

いた。黒曜石剥片もL点出土している。 1・ 2は縄文土器か。 1は鉢の口縁部細片。調整は雑なナデ。色

調は暗褐色を呈し、胎土は微砂粒を少量含む。 2は粗製の鉢の胴部片。外面は粗い条痕、内面はナデ。色

調は鈍い褐色を呈し、胎土は1mm内外砂粒を多く含む。 1• 2共焼成は良好。

②喋群

SX24 (Fig.26、PL.8)

調査区北側の磯石を含む暗灰黄褐色粗砂の埋土の落込みSX25内で検出した。東西長1.3m、南北長1.3

m、最大深さ0.2mの不定形土坑の中で検出した。最大20cmの自然礁が集中していた。焼石などはなかっ

た。喋石は花筒岩が多い。不要な石などを埋め込んだ、ものか。

出土遺物 縄文土器から古墳時代の土師器と思われる細片が少量出土しているが、図示出来ない。

N 東壁土層 ムゴ型塑里一 s 

L=l5.00m 

チ一一一寸γ」ーι竺＝士土ニ4二二一J

w」些里 一一＿E

L=15.00m 

Fig.24 皿区SD30東・北壁土層（1/80)
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4m －一一一一一一一

SD30東壁・北壁土層名称

I 盛土（客土）
2 黄灰色（2.5Y4/l）土（本国土）
3 オリープ栂色（2.5Y4/3）土（水田床土｝
4 賞灰色（2.5Y4/l）シルト粘土 （酸化鉄分・マンガン沈着）
5 4に細砂混入
6 暗灰黄色（2.5Y4/2）租砂（細砂混じり）
7 灰オリープ（5Y5/2）細砂
8 暗灰黄色（2.5Y5/2）粗砂（左下がりに堆積）
9 暗褐色（75YR5/8）粗砂
10 9で11の聞に灰黄褐色（IOYR5/2）を薄く挟む
11 褐色（IOYR4/4）粗砂と明褐色（IOYR5/8）粗砂の互層（酸化鉄分沈着）
12 赤褐色（5YR4/8）粗砂（酸化鉄分の沈着激しい）
13 9でより砂粒は細かい
14 鈍い黄禍色(10YR4/3）細砂
15 暗灰黄禍色（IOYR3/2）粗砂混じり粘質土
16 灰オリープ（5Y4/2）シルト粘土 （酸化鉄分筋状に沈着）
17 オリープ褐色（2.5¥4/3）細砂
18 明褐色（7.5YR5/8）粘質細砂（酸化鉄分多く沈着）
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Fig.25 皿区遺構全体図（1/150)
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SX24 

L=l3.00m 

一第3章第23次調査の記録ー

SX27 ¥ 

L 

L=l3.00m 

犬、過？
。 1m 

Fig.26 蝶群SX24・27(1/30) 

SX27 (Fig.26、PL.8)

SX24の西隣りで検出した喋群。長軸長0.68m、短軸長0.51m、深さ0.13mを測る平面形が楕円形状を呈

する土坑内で検出した。機石は長さ3～15cmの自然礁が雑然と集中する。出土遺物はなかった。

③ピット出土遺物（Fig.27)

北側の東壁寄りに円形ピットを数基検出した。埋土は鈍い黄褐色シルト粘土、灰オリーブシルト粘土で

暗褐色粘土ブロック混入などである。埋土の色調から比較的新しい時期と思われる。3は青磁皿の口縁

部。細片で口縁の傾きにやや不安があるが、龍泉窯系青磁皿I類と思われる。器表には光沢を持つ暗オリ

ーブ紬が厚めにかかる。

④不明遺構出土遺物

SX35・39出土遺物（Fig.27、PL.14)

4はSX35、5はSX39出土。いずれも浅い落込みで明瞭な遺構ではない。4・5は縄文時代中期阿高式

系土器深鉢の胴部上半部片。外面に凹点丈を施し、内面はナデ調整。色調は黒褐色を呈し、胎土に滑石粉

末を多く含む。焼成は良好。
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Fig.27 E区各遺構出土遺物（1/3)

丹
、

υ
q
L
 



24・26グリッド東壁土層

N 

。

縄文グリット配置図

s 
L=15.50m 

1=15.00m 

3m 

E区24・26・27グリッド東壁土層名称

1 盛土（客土）
2 賞灰色土（水田土）
3 オリ｝プ褐色（2.5Y4/3）土
4 淡黒褐色（10YR3/l）粗砂混じり土
5 暗褐色（10YR3/3）粘質シルト（炭化物細粒多く混入）
6 灰オリープ（SYS/2）シルト粘土（炭化物細粒少量混入）
7 灰オリープ（SYS/2）粘質シルト（鉄分沈着）
8灰黄色（2.5Y6/2）細砂｛締まりがある）

Fig.28 皿区縄文確認グリッド配置図と土層（1/200・1/60)

⑤表土出土遺物（Fig.27)

6は青磁碗。口縁部片で、復元口径15.0cmを測る。内外面光、沢を持つオリーブ黄色の透明粕がかかり、粗

い貫入が入る。胎土は灰白色で精良。

⑥遺構面の調査（Fig.28)

遺構面に縄文土器細片や炭化物を含むか所があったので、 2.6×4.0mの小調査区を設定し、遺構面を0.2

～0.5m程掘り下げ、遺物・遺構の確認を行った。遺構面下0.15cmほどの所で縄文土器と思われる細片が出

土したが、包含層や遺構は確認出来なかった。
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一第3章第23次調査の記録一

5. N区の調査

(1) 調査区の概要（Fig.29、PL.9)

この調査区も駐車場であったためか、砕石・真砂土を主体とした盛土が0.8～lm厚であり、その下は厚

さ0.1～0.3m厚の水田土、黒褐色粗砂混じり粘質土（遺物包含層か）、遺構面となる。遺構面は、南側は

黒褐色粘質シルト、北側では暗灰黄色粘土で砂蝶混じりとなる。南側は遺物を含む包含層であり、この下

に溝や士坑、川跡があり3面の調査となった。検出遺構は第l面では溝3条。第2面は溝・川跡4条と士坑2基

などである。

(2) 第1面の調査（Fig.29)

遺構は南側で検出した。北側は砂喋層で土器細片を含む浅い落込みがあったが、遺構は確認出来な

かった。

①溝状遺構

SD51 (Fig.29・31、PL.10)

調査区中央南寄りで検出した東西方向に蛇行しで流れる小溝。幅0.5～0.7m、深さは最大で、10cm程で、あ

る。埋土は粗砂で、底面には酸化鉄分が沈着していた。また溝沿い両側には粗砂があふれ、根株痕や足跡

と思われる多数の窪みがあり、中に粗砂が詰まっていた。北側部分には水が流れたような窪みが認められ

た。この溝は水路で両側に水田があった可能性がある。

出土遺物 土器片、須恵器片が少量と黒曜石剥片が出土している。 1は須恵器坪蓋口縁部。 EA期のも

の。口縁は直立し、天井部の境に明瞭な段を持つ。また口唇内面は段を持つ。天井部は回転ヘラ切り、他

は回転ナデ。色調は灰色を呈し、胎士は精良。 8は黒曜石の縦長剥片。両側面に二次調整を加えている。

全長3.15cm、最大幅1.1cmを測る。

SD52 (Fig.29、PL.10)

調査区南側で検出した小溝。幅0.2m、深さO.lmを測る。埋土は黄色細砂で、時期的に新しい。

SD53 (Fig.29・31)

SD51南側に並行して検出された浅い溝。最大幅1.15m、深さ0.05～0.2mを測る。埋土は上層が黒褐色か

ら暗灰褐色粘質土で、下層に鈍い黄褐色粗砂を混入する。底面は凹凸が激しい。この溝も水田に伴う水路

の可能性がある。

出土遺物 古墳時代から中世にかけての土師器や須恵器、瓦質土器の細片が数点と鉄淳がl，点出土。 2は

須恵器蓋胴部片。外面は木日直交の格子日夕タキ、内面は同心円状の当て具痕が残る。色調は灰色を呈

し、胎士に1mm内外砂粒少量含む。
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Fig.29 W区遺構全体図（1/150)

灰色、6が鈍い黄褐色を呈す。胎土はいずれも 1～ 2mm白色砂粒を多く含む。7は上げ底の底部片。復元

底径7.6cmを測る。器壁はやや摩滅するがナデ。色調は暗赤褐色を呈し、胎土は1mm内外白色砂粒を多く含

む。 9はD-8区出土。小型の磨製石斧片。残存長4.5cm、最大幅3.7cmを測る。全体に摩滅がひどいが、

ケンマ仕上げである。10はE-8区包含層上層出土。昭和17年に鋳造されたアルミ製の5銭貨幣。このタ

イプは15～18年まで鋳造されている。

(3) 第2面の調査（Fig.29、PL.IO)

D・E-7～10区にかけて第1面下で検出した。第l面より0.2m程下がった灰オリーブ粘質シルト、又は

黄褐色から暗灰黄砂質土上で検出した。流路を度々変えた川跡や自然流路4条、土坑2基を検出した。
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酉壁土層
s N 

L=l6.00m 

i71 
L=l5.00m 

56 

52 

4m 
=ad 

32 オリープ灰（2.5GY5/l）粘質綱砂
33 鈍い黄色（2.5Y6/3）細砂
34 暗灰黄褐色（10YR4/2）粘質土
35 黒褐色（10YR2/3）粘質土｛粗砂混じり）

36 暗灰黄色（2.5Y3/2）粘質細砂｛粗砂混じり）
37 黒褐色（2.5Y3/2）シルト質細砂

38 37に39細砂混入
39 灰黄色（2.5Y6/2）細砂

40 灰賞色（2.5Y3/2）細砂
41 賀補色（2.5Y5/3）砂（炭化物混じり｝
42 41に賞灰色（2.5Y5/3）粘土混入
43 灰黄色（2.5Y4/2）粗砂
44 黒褐色（10YR2/3）粗砂混じり粘質土（上面酸化鉄分沈着）
45 灰オリープ（10Y6/2）細砂（絡まる）
46 灰黄色（2五Y6/2）砂（酸化鉄分を縞状に挟む）
47 灰オリープ（5Y5/2）粘質細砂（酸化マンガン混入）
48 暗灰黄色細砂（酸化鉄分を含み縞状に堆積）
49 鈍い黄種色（10YR6/4）砂（4S,J、プロック混入）

50 灰黄色（2.5Y6/2）細砂に青灰色（2.5Y5/l)粘土を薄く挟む

51 暗灰賛色（2.5Y4/2）粗砂（右下がりに褐色粗砂を挟む）
52 鈍い黄色（2.5Y5/3）砂に44プロック多く混入

53 暗灰黄色（2.5Y5/2）粗砂混じり粘質土（44プロック混入）
54 灰オリープ（5Y5/2）砂質土
55 暗灰黄色（2.5Y5/2）砂にオリープ褐色（2.5Y4/3）粘土プロック混入
56 灰黄色（10YR5/2）粘土（酸化鉄分混じり基盤）
57 56で砂喋を多く含む（基盤）
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西壁土店名称

1 盛土（客土｝
2 暗黄灰色（2.5Y3.5/l）士（水田土｝
3 黄褐色（2.5Y5/6）土（水田床士）
4 鈍い黄褐色（2.5Y6/3）細砂
5 黒褐色（10YR3/l）粘質シルト（酸化鉄分・、 マンガン沈着）
6 灰オリープ（5Y5/2）粘質細砂（下方褐色味帯びる）

L= 16.0印n
一一一一一一一一一 7 暗灰黄色（25Y5/2）砂

8 黄灰色（2.5Y5/l）粘土（粗砂混じる）
9 灰オリープ（5Y5/2）粘質砂
10 暗灰魚色（2.5Y5/2）粗砂
11 5に暗灰黄色（2.5Y5/2）混入
12 黒褐色（10YR3/2）粗砂
13 灰黄色（2.5Y6/2）粗砂（縞状に堆積｝
14 13で粒子が粗い
15 5でより暗く粗砂混じ町（10YR3/3)
16 14と灰白色砂の互層（左下に入品｝
17 鈍い黄褐色（10YR5/3）砂諜（縞状の堆積｝

18 暗灰黄色（10YR5/2）粗砂諜
19 暗オリープ灰色（2.5GY4/l）粘土

20 暗褐色(10YR3/3）粘質土
21 鈍い賞褐色（10YR4/3）粗砂(17より暗い｝
22 黒褐色（10YR3/2）粘質土と鈍い賞褐色（10YR5/3）粗砂の混合
23 22より粗砂の混入少ない
24 黒褐色（10YR3/l）粗砂で鈍い黄褐色(10YR5/3）細砂混入
25 鈍い黄糧色（10YR6/5）細砂（鉄分混じり）
26 黄禍色（2.5Y5/3）細砂質士
'l:7 鈍い黄褐色（10YR5/3）砂と酸化鉄分層の互層
28 'l:7より暗い（鉄分・炭化物多く含む｝
29 褐色（10YR4/6）粗砂（酸化鉄分多〈合的

30 暗灰黄色（2.5Y4/2）砂質土
31 オリープ黒色(10Y3/l）土（客土坤ウ
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25 鈍い黄程色(IOYR6/4）粗砂（酸化鉄分マンガン多く沈着）
26 賞褐色（2.5Y5/3）ゆに24プロック少量混入
'l:7 灰黄色（2.5Y6/2）粘土（酸化鉄分 ・マンガン沈着）
28 灰黄色（2.5Y6/2）砂質粘土
29 鈍い黄色（且5Y6/3）細砂
30 浅黄色（2.5Y7/3）砂（酸化鉄分で所々赤変）
31 黄褐色（2.5Y5/6）粗砂と灰黄色（2.5Y6/2）粘土の混合
32 暗灰黄色（2.5Y6/2）砂質粘土（植物遺物含む｝

33 灰黄色（2.5Y6/2）粗砂
34 鈍い黄色（10YR4/2）粘土｛酸化鉄分・マンガン沈着）

東壁土層名称

I 盛土（客土）
2 黒褐色（10YR3/l）粘土（鉄分・マンガン沈着）
3 灰オリープ（5Y4/2）シルト質細砂
4 暗灰黄色（2.5Y4/2）粗砂

5 3と4の混合
6 灰黄褐色(IOYR5/2）粗砂と暗灰黄色（2.5Y4/2）粘土の混合
7 33で粗砂を含む
8 暗灰黄色（2.5Y5/2）粗砂

9 浅黄色（2.5Y7/5）砂に暗灰黄色（2.5Y4/2）粗砂を左下がり縞状に含む
10 暗灰黄色（2.5Y4/2）粘土プロック

11 灰黄色（2.5Y7/2）細砂
12 11で10や黒褐色（10YR3/2）粘土プロック混入
13 灰オリープ（5Y5/2）粘土と鈍い黄色（2.5Y6/3）砂の混合
14 灰オリープσ5Y6/2）シルト質細砂

15 灰オリープ（5Y6/2）～灰黄色（2.5Y6/3）細砂（比較的蹄まる）
16 青灰色（5RG6/l）シルト質細砂

17 暗灰黄色（2.5Y5/2）細砂と2の混合
18 暗灰黄色（10YR4/2）粗砂｛径5皿内外｝
19 鈍い賞澄色（10YR6/3）粗砂

20 暗灰黄色（2.5Y5/2）粘土と賞褐色(10YR5/8）砂の混合
21 暗灰黄色（2.5Y4/2）土（水田土｝

22 オリープ褐色（2.5Y4/2）土（水回床土）
23 賞褐色(IOYR5/8）土（酸化鉄分厚く沈着、床土）
24 灰オリープ～オリープ黄（5Y6/2～6/3）粘土（酸化鉄分マンガン沈着｝



①溝状遺構

SD56 (Fig.29) 

D・E-9区で検出した北西から南西に延びる小溝。幅1.05m、深さ0.2mを測る。埋土は黒褐色粗砂で、

自然流路である。

出土遺物 古墳時代以前と思われる土器細片がl，点出土。細片で図示出来ない。

SD59 (Fig.32、PL.11・12)

調査区南側で検出した蛇行する川跡。幅は一定しないが3.6m、深さ0.6mを測る。南東側は平面円形の

土坑SK62がある。埋土は粗砂を主体とし、粘土層を挟まず、絶えず粗砂が流れた状況を示す。

出土遺物 摩滅した土器片が3点と黒曜石剥片がl，点出土。細片で図示出来ない。

SD61 (Fig.32、PL.11・12)

SD59に切られた川跡。JI[幅はSm以上、深さは0.4m程である。西側は大型の半円形状の土坑SK60と、

底面にはSX63とした落込みがあり、加工痕がある丸太材があった。埋土は粗砂または細砂の乱れた堆積

で、 SD59と同様粘土層は含まない。洪水などで埋没したのであろう。

出土遺物 摩滅するが縄文土器と思われる土器細片が7点出土している。

②土坑

SK60 

E-8区で検出した平面が半円形状の土坑。確認幅Sm以上、最大深さ0.4mを測る。埋土は川跡の粗砂に

比べて粒子の細かい砂で粘性を持つ。出土遺物はなかった。

SK62 (Fig.32、PL.11)

SD59に切られる平面形が円形を呈する土

坑状の落込み。最大径は1.7m、最大深さ0.4

mを測る。埋土は灰黄色細砂で黒褐色粘土

ブロックなどを混入する。出土遺物はなか

った。

③不定形土坑

SX63 (Fig.32・33、PL.12・13・14)

SD61の底で検出した平面形が不定形の浅

い土坑。流水などによる溜ま り状の落込み

と思われる。この部分から、大型の自然の

倒木が埋没した状況で出土した。その周辺

包含眉

I I 

＼ 

一－02：二二

寸ア－~， 一己7

0 1cm 
』面画ーー

〈ご込

Fig.31 W区各遺構出土遺物（1/3・1/2/1/1)
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一第3章第23次調査の記録一

から縄文土器片や小さな流木なども出土した。倒木が埋没したことによって流れが乱れ、川底に窪みを生

じたのであろうか。

出土遺物 11～13は縄文土器。 11は縄文晩期前半黒川式土器直前頃の精製の浅鉢。復元口径30.8cmを測

る。口縁内面に段を持つ。色調は黒褐色を呈し、胎士にImm内外細砂・金雲母を多く含む。 12・13は同一

個体で縄文時代後期中葉頃の鐘崎式土器片。12は波状口縁で外面ヨコ方向の沈線文様を施す。 13は胴部。

外面沈線で渦巻状の文様を施す。内面はナデで、粗い擦痕が残る。色調は黒褐色を呈し、胎土は微砂粒と

金雲母を含む。やや脆い。14は倒木。残存長123.5cm、直径38.5cmを測る。砂中に大半が埋没していたが、

掘り出すと根本が両側二股状になっており、一見加工されたような状況が見られたが、芯が腐って中空状

を呈し、明瞭な加工痕跡ではないことから結果として自然倒木と判断した（註1)。ただ大木で、重量も

あることから近くに生えてものが、倒れて当地点まで流され埋没したものと考える。樹種はクスノキであ

る。放射性炭素年代測定では3350±40BPという測定結果が出ている。

註1.首都大学東京教授山田昌久氏のご教示による

~ 

L=l4.30m 

4m 
司 町 一 ι ー 」 円」

SX63土層名称

I 灰オリープ（7.5¥6/1）シルト粘土
2 灰白色（2.5¥7/1）と質褐色（IOYR5/2）砂の混合
3 黒褐色（10YR3/l）粘土と灰オリープ（7.5Y6/l）砂の混合
4 灰オリープ（7.5¥6/1）粘質砂

Fig.32 SD59・61、SK62、SX63(1/80) 
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10cm 

Fig.33 SX63出土遺物 (1/3・1/15)

0 

SX63 出土倒木
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υ 

暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強

度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期5730士40年）を較正す

ることである。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦

年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、l年単位で表している。試料が木材であるこ

とから、北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年較正は、測定誤差σ、2σ双方の値を計算する。 σは統計的に真の値が68%の確率で存在する範囲、2σは

真の値が95%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、 σ、2σの範囲をそれぞれ1とした場合、そ

の範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

唱

E
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4.考察

第N区第2面のSX63からは、直径40cmの丸太材と共に縄文時代後期末～晩期初頭の土器片が出土している。

残存する最外年輪を対象とした年代測定では、補正年代で3,350±40BPの値が得られており、出土した土器とも

概ね調和的である。また、丸太材は、広葉樹のクスノキであることが確認された。クスノキは、樹高30m以上、直

径5mに達することがある常緑高木である。この結果から、当該期の自然流路の周囲にクスノキが生育していたこ

とが推定される。

本遺跡では、弥生時代中期を中心とした杭材や堰構築材の樹種同定でアカガシ亜属、シイ属、サカキなどの常

緑広葉樹を主体とした結果が得られており、クスノキも建築部材などに確認されている（嶋倉，1984）。常緑広葉樹

を主体とする木材利用は、隣接する四箇遺跡の弥生時代～古墳時代の木製品でも認められる（嶋倉，1978；林・松

本，1987；伊東，1989）。こうした結果から、弥生時代中期頃には常緑広葉樹を主体とした広葉樹林が見られたこが

ヮ“qa 



一第3章第23次調査の記録一

推定される。一方、野芥大薮遺跡の縄文時代後期とされる自然木では、常緑広葉樹のアカガシ亜属、落葉広葉樹

のカエデ属、針葉樹のマキ属やヒノキ科等が混在する結果が得られている（パリノ・サーヴェイ株式会社，1998）。こ

のうち、マキ属は、アカガシ亜属などと共に常緑広葉樹林を構成する種類である。これらの結呆から、縄文時代

後期の遺跡周辺地域にも常緑広葉樹を主体とした植生が見られ、河道沿いの林縁部等には落葉広葉樹のカエデ

属等も生育していたと考えられる。今回の結果は、既存の調査事例とも調和的である。
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図版1 木材

1クスノキ（SX63；丸太材）
a：木口， b柾目， c：板目

・・・・・300μ m:a 
ーーーーーーーー 200μ m:b,c 
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一第3章第23次調査の記録一

PL. 1 

(1）路線全景（調査区から第21・22次調査区を見る）

(2）調査区全景（南から）
F
『

υqa 



PL. 2 

(1）調査区全景（上から）

(2) I区全景（南から）
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一第3章第23次調査の記録一

PL. 3 

(1) SKOl （束から）

(2) I区調査区北壁土層状況（南から）

(3) II -1区全景（上から）
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PL. 4 

(1) II -1区全景（南から）

(2) SD04検出状況（北カミら）
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(1）縄文確認グリッド配置状況（北治、ら）
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一第3章第23次調査の記録一

PL. 5 

(2) SD04縄文土器出土状況

(3）調査区西壁土層（南東から）

(4) SD04北壁土層（南から）

(3) 



PL. 6 

(1) II -2区全景（北西から）

(3) II -2区西壁土層（東から）
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(1) SXI8遺物出土状況（西から）

(2）皿区全景（北治、ら）
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一第3章第23次調査の記録一

PL. 7 



PL. 8 

(1）喋群 SX24・27（北東から）

(2) SX24（南西から） (3) SX27（北西から）

(5) SX34 （南西から）

(4) SD30 （南西から）
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(1）皿・N区全景（上から）

(2）町区全景（西から）
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一第3章第23次調査の記録一

PL. 9 



PL. 10 

(1）町区第1面南側 SD51・52検出状況（北西から）

(2）同第2面遺構検出状況（南から）
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一第3章第23次調査の記録一

(1）第2面SD59・61（南から）

(2) SD59（北西から）

(3) SD59・61（北西から）
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PL. 12 

(1) SX63、SD59・61（北西から）

(2) SX63 （西から）
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(1) SX63縄文土器出土状況（北西から）

(3）同倒木根本の状況

E・1区

SD04 

(4）各遺構出土遺物 1（縮尺不統一）

5 

C14区20グリッド
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一第3章第23次調査の記録一

PL.13 

(2）同倒木出土状況（西から）



PL. 14 

E・2区 SX17・18 遺構面

3 

E区 SX35 SX39 W区遺構面包含眉

9 

'N区 SX63

各遺構出土遺物2（縮尺不統一）
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東緯 調査面積
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 同町村 遺跡番号
。，，， 。，，， m 

た田む村ら遺いせ跡き 福ふ〈岡お市かし早さわ良ら区〈た田む村ら4丁目 33° 130° 

第22次調査 地内 40130 0317 32’ 20’ 20071031～20080131 495.95 道路建設

24’ 2" 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

田村遺跡
集落 中世 掘立柱建物・溝 土師器・陶磁器第22次調査

第22次調査では、溝1条・土墳1基・掘立柱建物1棟ピット・l日河川を検出した。溝は第21次調査区検出の溝に接続するもので流水
の跡が観察され水路とみられる。出土遺物から時期は11世紀後半から12世紀前半頃の所産か。水路は条里に沿っており旧河川Iか

要約 ら導水し水田の濯i既に利用されたと考えられる。！日河川河床からコンテナ1/5箱程度の縄文土器が出土した。小片で摩滅し時期の
特定は難しい。散漫な出土状況から上流の流れ込みと見られる。

ふりがな ふりがな コード 北緯 東緯 調査面積
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 防町村 遺跡番号
。，，， 。，，F ni 

た田む村ら遺いせ跡き 福ふ〈岡お市かし早さわ良ら区〈た田む村ら4丁目 33° 130。

第23次調査 地内 40130 0317 32’ 20' 20080901～20081121 781 道路建設

32" 5” 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

田村遺跡 集落・ 縄文土器＋古墳時代土師器＋

第23次調査 包創語 縄文時代、中世 包含層、土坑、川跡 古代土師器・須恵器＋中国産
輸入磁器

調査区は既存道路によってI～N区に分かれる。I-II区は団地造成時に厚く盛土されていた。主な検出遺構はI区では土坑I基、E
区は－II-1区と－2区に細分した。II-I区は自然流路の溝I条と不定形土坑。II-2区は土坑と溝、E区は旧川跡、磯群、ピットなどである。N

要約 区は2面の遺構面を確認した。旧河川12条、土坑などである。川跡からは縄文晩期頃の土器とクスノキの倒木が出土した。
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